
人工妊娠中絶とは 

予期せぬ妊娠や経済的な理由など、さまざまな理由から中絶を希望される方がいます。中絶は妊娠から時

間が経つほど、身体への負担は大きくなっていきます。 

当院では、外科的手術と経口中絶薬による処置を行っております。どちらの方法を選択するかは患者様と相

談の上、妊娠週数や母体の健康状態に応じて提案させていただいております。 

 

人工妊娠中絶術 

外科的手術は、麻酔で眠っている間に行われるため、痛みをあまり感じることなく終了します。静脈麻酔をし

た後に行い、通常手術は 10～15分で終了します。 

経口妊娠中絶薬（メフィーゴ®パック）は 2 種類の薬の服用により妊娠初期の妊娠中絶が可能となります。母

体保護法指定医の下、指定医療機関での処置が義務付けられています。 

 

メフィーゴ®パック（経口中絶薬）とは 

メフィーゴ®パック（経口中絶薬）は、2種の妊娠中絶作用のある経口薬です。  

・１剤目ミフェプリストン錠 

・２剤目ミソプロストールバッカル錠  

の 2つの薬剤が入っています。 

妊娠 9 週 0 日以下の妊婦に対する人工妊娠中絶が対象で、母体保護法指定医師の監視下で服用すること

が可能です。薬局やインターネット通販などで購入することはできません。日本では 2023年 4 月に認可され

たばかりですが、WHOで推奨されている妊娠中絶法で、世界では 30年以上前から広く利用されています。 

 

メフィーゴ®パックの受診スケジュール 

①診察…妊娠の初期検査を行い、メフィーゴ®パックについて説明を受けます。 

②１剤目…当院へ外来受診していただきます。（11:30ごろ） 

     指定医師確認の下で、ミフェプリストン錠を 1錠服用後、30分様子をみます。 

     帰宅後は安静にお過ごしください。 

  ○下腹部痛や出血がみられることがあります。鎮痛剤を内服していただいてかまいません。 

  ○稀に 1剤目の内服のみで胎嚢排出に至ることもあります。 

③2剤目…1剤目内服後翌々日に受診していただきます。（9:00ごろ） 

     指定医師確認の下で、ミソプロストールバッカル錠を服用します。 

     2剤目服用後、胎嚢排出に至るまで病院内で様子をみます。 

④服用後の診察…1剤、2剤服用後胎嚢排出が確認されたら、人工妊娠中絶は完了です。 

（通常 2剤目服用後 4時間程度） 

超音波検査で確認します。 

薬 2錠 薬 2錠 



メフィーゴ®パックの費用 

※詳しくはお問い合わせください。 （０５８４）７４－１８８８ ガイダンス③ 

 

○初期検査代  経口妊娠中絶薬(メフィーゴ®パック)代  

（費用が追加になる場合） 

 胎嚢が排出されず手術が必要になった場合・病院に 1泊する場合（部屋、食事代等） 

 

※鎮痛剤はご持参ください。 

※服用は原則平日ですが、土曜日、日・祝日を強く希望される場合はご相談ください。日によっては可能な

場合もあります。 

※2剤目の服用が土曜日になる場合、日・祝日になる場合は、それぞれ追加費用がかかります。 

※鎮痛剤、抗生剤などの薬は別途費用がかかります。 

 

 

メフィーゴ®パックによる症状・安全性について 

○子宮出血  

 この薬により子宮出血が起こり、通常少量の出血が持続します。重度の子宮出血(0.8％)があらわれること

があり、まれに出血が増量する場合があります。 

 多くの場合、2 剤目の投与を受けてから 4 時間以内に子宮出血が始まります。胎嚢が排出される前後で子

宮出血が多くなり、胎嚢排出後も出血が持続する場合があります。 

○下腹部の痛み 

 薬の投与を受けた後、下腹部痛が起こります。 

○その他注意点 

 現在使用している薬がある場合や授乳中の場合は薬の影響を受ける可能性があるため、事前に医師に相談

してください。 

 子宮出血や、下腹部痛を伴うことから、自動車の運転等危険を伴う機械の操作を行う場合は十分に注意し

てください。 

 この薬の投与後、人工妊娠中絶が達成されなかった場合には、外科的な処置が行われることがあります。 

 投与前に Rh式血液型を確認し、Rh(D)陰性の方には必要に応じて感作予防のための処置を行うことがあり

ます。 

   

 

 

 

 



メフィーゴ®パック投与による妊娠中絶成功率・有害事象 

◎国内第Ⅲ相試験における人工妊娠中絶成功率 

メフィーゴ®パック 2錠目投与後 24時間までの人工妊娠中絶の成功率は 93.3％と報告されています。 

2剤目投与後 0～4時間で 61.7％、投与後４～８時間後に 26.7％が人工妊娠中絶に成功しています。 

◎副作用の発現情況 

1、2 剤目投与と因果関係ありと判断された副作用は 37.5％であり、主なものは下腹部痛 15.0％、下痢

14.2％、嘔吐 10.8％でした。 

1剤目投与と因果関係ありと判断された副作用は 10.8％であり、主なものは嘔吐、悪心、下腹部痛でした。 

2 剤目投与と因果関係ありと判断された副作用は 33.3％で、主なものは下痢、下腹部痛、嘔吐、発熱、悪

寒でした。 

(参照)  ラインファーマ株式会社『メフィーゴ®パック』 

 

メフィーゴ®パック投与を受けることができない方 

・過去にメフィーゴ®パックに含まれる成分で過敏症のあった人 

・過去にプロスタグランジン E1誘導体製剤に対して過敏症のあった人 

・ポルフィリン症の人 

・全身性又は吸入の副腎皮質ステロイド投与中で、これら薬剤の減弱による状態の悪化や離脱症状の発現が

懸念される人 

・出血性疾患及びその疑いのある人 

・肝臓に重度の障害のある人 

・抗凝固薬を使用している人 

・抗血小板薬を服用している人 

・薬物代謝酵素である CYP３Aを強くまたは中程度に誘導する以下の薬を服用している人 

 リファンピシン、リファブチン、カルマバゼピン、フェニトイン、セイヨウオトギリソウ含有食品、フェノバルビ

タール、ボセンタン、エフェビレンツ、ダブラフェニブ、エトラビリン、ロルラチニブ、プリミドン、ソトラシブ 

・子宮内避妊器具使用中の方 

 

メフィーゴ®パックによる妊娠中絶をお考えの方へ 

スケジュールや費用、持ち物等来院時に丁寧にご説明いたしますので、お問い合わせください。妊娠から時

間が経つほど、身体への負担が大きくなりますので、早めにご相談、受診されることをおすすめします。 


